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研究の概要

含フッ素ハロエステルを利用した含フッ素

導入反応の開発を行っています．加えて含フッ素ハロエステルを利用した反応は

ール類との反応に展開中で、統合失調症治療薬のフッ素類縁体の合成を計画しています．

 

含フッ素

縁体が合成可能であると考えられます．これら生理活性物質のフッ素類縁体を合成し、フッ素が入ることでどのよ

うに活性に変化を与えるのかを明らかにすることを長期目標として研究を展開しています．

 

【課題、今後の方向性】

立体中心を有する化合物が合成ターゲットとなりますので、不斉合成の達成が必要となります．今後の標的分子

の中心は統合失調症に効果が期待される化合物で、ドパミン受容体の選択的阻害作用の発現および選択性のコ

ントロールを目標とします．
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縁体が合成可能であると考えられます．これら生理活性物質のフッ素類縁体を合成し、フッ素が入ることでどのよ
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有機亜鉛試薬を利用した反応ですが、特別な下処理を必要とする金属亜鉛を用いない反応を開発してい

ます．比較的やりやすい方法での反応と言えます．
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フッ素原子は分子中に導入されることで物理学的・化学的変化を有機分子に与えることができることが知

られています。

本特性を生かし，抗菌剤やコレステロール吸収阻害剤に利用される

薬にフッ素原子を導入することで，その活性の向上や作用の選択性を高めることが期待されます。
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